
Ⅲ　耐震金物、断熱材
皆様が住まいに求めることはさまざまです。
しかし、災害に対して安心できること、また省エネルギーに対する皆様の意識の高まりから、Ｍ'ｓ ｗｏｏｄ ｆｒｅｅでは耐
震性能と省エネルギー性能について独自の基準を設定しています。

耐震金物・・・・・・

ホールダウンアンカーの取付例
通柱が基礎から引き抜かれないための金物。場合によっては一階と二階の柱通しを梁を通し固定する使用方
法もある。耐震の要として、基礎アンカーはリン酸皮膜処理、金物は溶融亜鉛メッキが施され、耐久性にも配慮
されています。
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写真は無垢乾燥材を使用する場合に使用する主な耐震金物です。

木造住宅は構造的な考え方は鉄骨住宅と異なり基本的には加重耐力で考えられていますが、大きな横加重が
加わる時は引抜耐力も必要であることが分かってきました。ですから、これらの金物はあくまでも柱などが引き抜
かれないような考えに基づいて設計されています。

※エンジニアリングウッドを使用する場合はメタルジョイント方式（ピン接合）の金物を一部に使用します。（別途
解説します。）

筋交プレート
耐力壁の筋交が
引き抜かれないよ
うに固定する金物
です。

羽子板ボルト
梁同士が引き抜か
れないように引張
ります。

コーナープレート
柱と土台および梁
のコーナーを結合
します。

ホールダウン金物
耐震の要。基礎と通
柱を基礎と結合しま
す。

山形プレート
柱と梁を結合しま
す。（面結合用）



コーナープレートの取付事例
柱と梁、柱と土台など直角面に取付ます。

羽子板ボルトの取付事例
梁同士を引張りながら結合します。

山形プレートと筋交プレートの取付事例

山形プレートは平面的に柱と梁を引抜力に対抗します。筋交プレートは建物にかかる横からの力に抗する筋交
がやはり柱や梁から引き抜かれないようにするための金物です。面で7本、縦横各4本の専用ビスで固定されて
います。
また、写真★は筋交とケナボードが一体になって耐力壁を構成している部分です。

耐力壁の構成

帯金物（煽り止め）
耐震金物ではありませんが強風災害時に
屋根が建物から引きはがされないように建
物の小屋梁と屋根を結合させるための金
物。
これらの金物はすべて、引張り力に対して
強い鉄という素材の特性を生かす形状と
取付方法をしています。



　　　　　　　壁、天井断熱材
　　　（住宅用ロックウール断熱材）
壁、天井の断熱には住宅用ロックウール断熱材を
使用します。グラスウール系の断熱材に比較して、
湿気に対して強く、遮音性にも優れているのが特徴
です。
標準仕様で厚み７５ミリ、次世代省エネルギー仕様
で厚み１００ミリの物を施工します。写真は厚み７５ミ
リの施工の様子です。隙間なくピッチリと施工するの
がポイントです。

■ロックウール断熱材の特徴

　　　　　　　床下断熱材
床下の断熱材には発泡ウレタン系の断熱材を
専用の固定金物で施工します。
標準では４５ミリ厚、次世代省エネルギー仕様で
は８０ミリ厚の製品を施工します。
発泡ウレタン系の断熱材は湿気を含むことなく、
施工性にも優れているのが特徴です。フォーム
ポリスチレン系（発泡スチロール）の断熱材より
薄くても高性能。

断熱材およびその施工・・・・・・２





断面

本来材木は乾燥材といえども湿度の変化や気温の変化により、反りや、変形を生じるものです。その材木の変
形を内装下地に伝わりにくくするために胴縁が使われます。集成材ではその変形量が少ないため胴縁が省略さ
れましたが、ピン接合は従来の耐震金物と異なり、構造材同士を引張らないために若干の“動き”を生じてしま
います。そのため地震などの揺れで容易に内装下地が動き、内装亀裂を起こしてしまうのです。Ｍ'ｓ ｗｏｏｄ ｆｒｅ
ｅは集成材構造で胴縁を使用しない場合でも、将来のメンテナンスが少しでも必要とならないように工夫をした
安心の構造としています。

■　ピン接合（メタルジョイント）金物・・・・・・

Ｍ'ｓ ｗｏｏｄ ｆｒｅｅでは従来の無垢乾燥材の仕様に加え、エンジニアリングウッド（集成材）仕様をご用意いたして
おります。今日お客様の関心が高い耐震性能強化のニーズに応えた仕様です。
一般のメーカーでは全体をピン接合する構造も多く見受けられますが、ピン接合のみでは構造体の動きが若干
生じるため、地震などの揺れで内装が動き、内装亀裂の原因ともなっています。
そこで、Ｍ'ｓ ｗｏｏｄ ｆｒｅｅでは構造上重要な通柱・隅柱・胴差接合のみをピン接合とし、その他については従来
の耐震金物を使用しています。ケナボードと併用することにより、より信頼性の高い構造となっています。

★なぜ、ピン接合は内装亀裂が起きるの？

それは、施工方法の違いです。一般に集成材と構造用合板類で耐震性を高めた住まいは剛性が高く、構造体が動かない前提で、壁の下地に「胴縁」（ど
うぶち）を入れることを省略しています。ですから内装下地の石膏ボードを直接構造柱に取付ます。

側面

集成材で全てピン接合 乾燥材で一般の耐震金物梁

柱

石膏ボード内装下地

胴縁{どうぶち}

仕上がりに壁の厚みの違いが
出ます。胴縁の有無で壁厚は
３０～３５ミリ異なってきます。
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